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>>>PRESS RELEASE              2025 年 12月 11日 
 

東京本社 経営企画部 

〒153-0064  東京都目黒区下目黒2-23-18 

TEL:03-3492-0308 FAX:03-3492-1785 

 

若築建設グループの温室効果ガス排出削減目標がSBT（1.5℃水準）認定を取得 

 

 若築建設株式会社（本社：東京都目黒区、代表取締役社長：烏田克彦）は、このたび科学的根
拠に基づく温室効果ガス（GHG）排出量削減目標を設定し、国際的イニシアチブ「Science 
Based Targets initiative（SBTi）※」より認定を取得いたしましたので、お知らせいたします。 
 
○SBT 認定取得について 
当社は、気候変動問題への対応を経営の重要課題と位置づけ、パリ協定が目指す「世界の気温上
昇を産業革命前と比べて 1.5℃に抑える」という目標に整合した、科学的根拠に基づく温室効果ガ
ス排出量削減目標（SBT：Science Based Targets）を設定し、このたび SBTi より 2025 年 11 月
14 日付で正式に認定を取得いたしました。 
 
○若築建設グループの温室効果ガス排出量削減目標（Near-Term） 
 スコープ 1＋2 

（自社の事業活動による排出） 
スコープ 3 

（サプライチェーンにおける排出） 
基準年 2024 年度 2024 年度 

2030 年度目標 42.0%削減 25.0%削減 
 
○今後の取り組み 
当社は、この目標達成に向けて以下の取り組みを推進し、今
後も積極的に環境負荷低減に取り組んでまいります。 

・建設現場における省エネルギー化の推進 
・再生可能エネルギーの積極的な導入 
・環境配慮型の建設資材の調達拡大 
・サプライヤーとの協働による排出量削減 
・環境技術の研究開発の強化 

 
※SBTi について 
Science Based Targets initiative（SBTi）は、CDP、国連グローバル・コンパクト、世界資源研
究所（WRI）、世界自然保護基金（WWF）の 4 団体が共同で設立したイニシアチブです。企業に
対して、パリ協定の目標に沿った科学的根拠に基づく温室効果ガス排出削減目標を設定すること
を推進しています。 
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〇認定証文書 
 

 
 
 


